


はじめに

こんにちは。本書を手に取っていただきありがとうございます。
はる（Twitter：@haru_2006pp）と申します。
私は、会計に関する仕事を12年以上やってきており、数多くの企業分析を行ってきました。

その企業分析を行う中で感じているのは「日本にはキラリと光る企業がたくさんある」というもの。その事実を知っていただきたく本書を執筆することとしました。

たしかに、日本の国力は停滞しており、GAFAM（Google、Apple、Facebook、Amazon、Microsoft）5社の時価総額の合計のほうが日本の東証1部上場企業の時価総額を全て足したよりも大きくなるなど、日本の地盤沈下を思わせる事象がニュースをにぎわせています。

しかし、日本には確かな技術力・市場を見極める千里眼をもつ企業が数多くあります。しかもその会社はなかなかテレビやYouTubeなどで登場することはないので知られることがありません。

そこで、企業分析を専門に実施している私が、日本のキラリと光るグローバルニッチ企業を7社選定し、その企業の概要・強み・弱み・業績・株価について分析しました。日本はまだまだ力がある国だと再認識していただけることでしょう。

本書を読むことで、あなたは以下のことが可能となります。

	・企業分析のノウハウを学ぶことができます。
・日本のグローバルニッチ企業を知ることができます
・日本企業の底力を再認識することができます。



それでは本書をお楽しみください。
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